
そば・バラ・徳内ばやしのまち

次の世代に引き継ぐ魅力ある村山市

防災意識を高めるため冨本地域で村山市防災訓練を実施
◆スパプールで健康づくり、消防功労等表彰、山形県議会議員選挙結果 ほか

碁点焼と楯岡焼の合同展示会「春さんさん展」
〈4月17日～19日、甑葉プラザ〉
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特
集　

防
災
意
識
を
高
め
よ
う

　

山
形
盆
地
断
層
帯
を
震
源
と
す
る
震

度
６
強
の
地
震
発
生
を
想
定
し
て
４
月

19
日
、
冨
本
・
湯
野
沢
地
区
を
会
場
に

村
山
市
防
災
訓
練
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。

　

冨
本
地
域
消
防
団
は
じ
め
、
冨
本
地

域
内
の
自
主
防
災
会
５
団
体
や
婦
人
消

防
ク
ラ
ブ
、
日
本
赤
十
字
社
山
形
県
支

部
、
市
関
係
者
な
ど
約
３
０
０
人
が
訓

練
に
参
加
。
消
火
栓
放
水
訓
練
や
消
防

署
救
助
隊
と
救
急
隊
に
よ
る
自
動
車
に

閉
じ
込
め
ら
れ
た
負
傷
者
の
救
助
救

出
、
避
難
者
を
誘
導
し
な
が
ら
の
避
難

所
開
設
な
ど
、
万
が
一
を
想
定
し
た
訓

練
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

一
斉
放
水
と
分
列
行
進
の
後
、
参
加

者
全
員
が
冨
本
児
童
セ
ン
タ
ー
に
整
列

し
、
志
布
市
長
か
ら
「
み
な
さ
ん
の
さ

ま
ざ
ま
な
訓
練
を
見
て
安
心
し
ま
し

た
。
こ
の
訓
練
を
生
か
し
、
普
段
の
災

害
に
備
え
て
く
だ
さ
い
」
と
訓
示
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
地
元
を
代
表
し
、
冨

本
地
域
街
づ
く
り
協
議
会
の
石
井
正
市

会
長
が
「
今
日
の
訓
練
を
今
後
の
安

全
・
安
心
な
地
域
づ
く
り
に
生
か
し
て

い
き
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
こ
の
防
災

訓
練
を
と
お
し
、
参
加
者
た
ち
は
、
災

害
時
に
各
々
が
何
を
す
べ
き
か
を
再
確

認
し
、
防
災
に
対
す
る
意
識
を
高
め
ま

し
た
。

地
区
民
み
ん
な
で
防
災
意
識
を
高
め
よ
う

地
区
民
み
ん
な
で
防
災
意
識
を
高
め
よ
う

村
山
市
防
災
訓
練
を
実
施

村
山
市
防
災
訓
練
を
実
施

　婦人消防クラブによる放水訓練婦人消防クラブによる放水訓練負傷者を搬送する医療救護訓練負傷者を搬送する医療救護訓練

閉じ込められた負傷者の救助救出訓練閉じ込められた負傷者の救助救出訓練医療救護所の訓練医療救護所の訓練
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特集　防災意識を高めよう

　

市
消
防
大
演
習
が
4
月
26
日
に
開
催

さ
れ
、
消
防
団
員
な
ど
約
８
０
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
観
閲
や

消
防
活
動
へ
の
功
労
な
ど
に
対
す
る
表

彰
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
主
な
表
彰

者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

■
永
年
勤
続
功
労
章

　

児
玉　

進
（
副
団
長
）

■
金
条
章

　

第
1
分
団
第
1
部

■
特
別
功
労
章

　

田
村　

勝
男
（
分
団
長
）

■
功
労
章

　

鈴
木
孝
志
（
第
3
分
団
・
副
分
団
長
）

　

村
岡
淳
一
（
団
本
部
・
部
長
）

　

樋
口
文
了
（
第
1
分
団
・
部
長
）

　

高
橋
明
広
（
第
2
分
団
・
部
長
）

　

芦
野
仁
志
（
第
4
分
団
・
部
長
）

　

秋
場
和
彦
（
第
5
分
団
・
部
長
）　

特
集　

防
災
意
識
を
高
め
よ
う

　

土
田
利
雄
（
第
8
分
団
・
班
長
）

　

矢
萩
正
繁
（
第
1
分
団
・
団
員
）

　

板
垣
茂
明
（
第
2
分
団
・
団
員
）

　

矢
作
義
則
（
第
7
分
団
・
団
員
）

■
勤
続
章

　

田
村
勝
男
（
分
団
長
）

　

齋
藤
正
広
（
団
員
）

■
優
良
章

　

鈴
木
智
子
（
団
本
部
・
班
長
）

　

小
関
新
悦
（
第
1
分
団
・
班
長
）

　

狩
野
貞
悦
（
第
8
分
団
・
班
長
）

　

太
田
光
治
（
第
8
分
団
・
班
長
）

　

森
谷
敏
彦
（
第
1
分
団
・
団
員
）

　

奥
山
金
弥
（
第
1
分
団
・
団
員
）

　

齊
藤　

隆
（
第
2
分
団
・
団
員
）

　

須
藤
広
大
（
第
2
分
団
・
団
員
）

　

兵
庫
裕
司
（
第
3
分
団
・
団
員
）

　

齋
藤
光
幸
（
第
3
分
団
・
団
員
）

　

軽
部
貴
浩
（
第
4
分
団
・
団
員
）

　

前
田
和
彦
（
第
5
分
団
・
団
員
）

　

黒
井
克
則
（
第
6
分
団
・
団
員
）

　

齋
藤
武
美
（
第
6
分
団
・
団
員
）

　

齊
藤
俊
広
（
第
7
分
団
・
団
員
）

　

加
藤
邦
明
（
第
7
分
団
・
団
員
）

■
消
防
操
法
優
良
部

15
年
間

第
3
分
団
第
3
部

第
4
分
団
第
2
部

10
年
間

第
8
分
団
第
3
部

■
災
害
現
場
功
労
者

　

佐
藤
靖
一
（
楯
岡
）

　

門
脇
宗
宏
（
舟
形
町
）

　

青
野
洋
平
（
東
根
市
）

■
無
火
災
分
団

（
平
成
26
年
1
年
間
無
火
災
）

　

第
4
分
団

第
1
分
団 

＝ 

楯
岡　

第
2
分
団 

＝ 

西
郷

第
3
分
団 

＝ 

大
倉　

第
4
分
団 

＝ 

大
久
保

第
5
分
団 

＝ 

冨
本　

第
6
分
団 

＝ 

戸
沢

第
7
分
団 

＝ 

袖
崎　

第
8
分
団 

＝ 

大
高
根

　

松
田
芳
美
（
第
6
分
団
・
部
長
）

　

森　
　

悟
（
第
7
分
団
・
部
長
）

　

土
田
重
夫
（
第
8
分
団
・
団
員
）

■
功
績
章

　

高
橋　

勇
（
第
1
分
団
・
部
長
）

　

齋
藤
一
治
（
第
3
分
団
・
部
長
）

　

平
山
喜
幸
（
第
7
分
団
・
部
長
）

　

佐
藤　

始
（
第
1
分
団
・
班
長
）

　

今
野
敏
幸
（
第
4
分
団
・
班
長
）

　

笹
原　

太
（
第
5
分
団
・
班
長
）

　

奥
山
昇
一
（
第
6
分
団
・
班
長
）

　

松
田
智
浩
（
団
本
部
・
団
員
）

　

柴
田　

秀
（
第
2
分
団
・
団
員
）

　

井
上
正
彦
（
第
8
分
団
・
団
員
）

■
精
練
章

　

増
川
喜
与
志
（
第
8
分
団
・
部
長
）

　

青
木
孝
幸
（
第
1
分
団
・
班
長
）

　

鈴
木　

功
（
第
1
分
団
・
班
長
）

　

鈴
木　

浩
（
第
3
分
団
・
班
長
）

　

高
谷
英
樹
（
第
4
分
団
・
班
長
）

　

後
藤
真
也
（
第
5
分
団
・
班
長
）

　

柴
田
政
宏
（
第
6
分
団
・
班
長
）

　

松
田
武
幸
（
第
6
分
団
・
班
長
）

消
防
大
演
習
を
開
催

消
防
功
労
等
表
彰
者
の
ご
紹
介

消
防
庁
長
官
表
彰

山
形
県
知
事
表
彰

山
形
県
消
防
協
会
長
表
彰

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

消
防
団
長
表
彰

村
山
市
長
表
彰

消
防
協
会
北
村
山
支
部
長
表
彰
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ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点
に
あ
る
ス
パ
プ
ー

ル
は
、
水
着
で
入
る
洋
風
露
天
風
呂
と

し
て
平
成
３
年
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

ス
パ
プ
ー
ル
は
、
当
初
か
ら
健
康
づ

く
り
の
施
設
と
し
て
た
く
さ
ん
の
方
に

利
用
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
合
っ

た
運
動
や
効
果
が
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
ス
パ
プ
ー
ル
が
温
水
で
は
な

く
、
天
然
温
泉
で
あ
る
と
こ
ろ
に
秘
密

が
あ
る
よ
う
で
す
。
ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点

の
健
康
運
動
指
導
士
の
み
な
さ
ん
に
、

お
話
を
う
か
が
っ
て
み
ま
し
た
。
↓

特
集　

ス
パ
プ
ー
ル
で
健
康
づ
く
り

なぜ、健康づくりにスパプールなのか？
クアハウス碁点の健康運動指導士が
健康づくりとの関係を紹介。

↓
ス
パ
プ
ー
ル
は
温
泉
を
利
用
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
通
常
の
温
水

プ
ー
ル
の
温
度
が
30
度
前
後
に
対
し

て
、
ス
パ
プ
ー
ル
は
夏
で
34
度
前
後
、

冬
で
36
度
前
後
と
、
体
温
に
近
い
温
度

と
な
っ
て
い
ま
す
。
温
度
が
低
い
プ
ー

ル
で
は
、
動
き
を
止
め
て
し
ま
う
と
体

温
が
奪
わ
れ
寒
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
し
か
し
、
体
温
に
近
い
温
度
で

は
、
水
中
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
止
ま
っ
て

運
動
す
る
と
き
に
、
身
体
を
冷
や
す
こ

と
な
く
ゆ
っ
く
り
長
く
続
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ス
パ
プ
ー
ル
で
は
、
木
曜
日
の
午
前

10
時
と
金
曜
日
の
午
後
７
時
に
水
中
運

動
教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
膝
や
腰

に
痛
み
を
抱
え
て
い
る
方
に
は
ぜ
ひ
、

試
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
水
中
で

は
浮
力
に
よ
り
深
い
と
こ
ろ
で
体
重
が

約
10
分
の
１
に
な
る
た
め
、
膝
や
腰
へ

の
加
重
負
担
が
減
り
ま
す
。
そ
し
て
水

の
抵
抗
が
あ
り
ま
す
の
で
、
無
理
な
く

筋
力
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
個
人
で
利
用
す
る
方
に
も
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま

す
の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ロ
コ
モ
予
防
に
も
最
適
で
す
よ
。

　　

何
と
い
っ
て
も
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
最

高
で
、
気
持
ち
良
く
健
康
づ
く
り
が
で

き
ま
す
。
水
中
運
動
を
は
じ
め
た
い
と

い
う
方
に
は
、
日
中
が
比
較
的
空
い
て

い
て
オ
ス
ス
メ
で
す
。

　

温
泉
だ
か
ら
水
が
柔
ら
か
く
、
肌
に

優
し
い
と
評
判
で
す
。
働
き
盛
り
の
世

代
の
肩
こ
り
や
ス
ト
レ
ス
解
消
に
も
と

て
も
有
効
で
す
。

　

ス
パ
プ
ー
ル
は
、
雪
が
降
る
冬
も
利

用
で
き
る
の
で
、
冬
期
間
の
運
動
不
足

の
解
消
に
最
適
で
す
。
若
い
方
に
も
ぜ

ひ
、
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　

温
泉
だ
か
ら
効
果
が
あ
る

温

健康運動指導士  増川清美さん

健康運動指導士
竹村美奈子さん

健康運動指導士
升川正太さん

健康運動指導士
小関雅子さん
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特集　スパプールで健康づくり

特
集　

ス
パ
プ
ー
ル
で
健
康
づ
く
り

健康づくりに
スパプールルへ行こへ行こうう

■
膝
が
痛
く
て
歩
行
や
運
動
を
す
る
の

　

が
つ
ら
い

■
腰
痛
を
な
ん
と
か
し
た
い

■
骨
折
後
の
リ
ハ
ビ
リ
を
し
た
い

■
無
理
な
く
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
し
た
い

■
疲
れ
が
抜
け
に
く
く
な
っ
た

■
肩
こ
り
を
な
ん
と
か
し
た
い

■
体
力
の
衰
え
を
感
じ
て
き
た

■
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
ロ
コ

　

モ
予
防
に
取
り
組
み
た
い
な
ど

　

利
用
者
の
声

六沢幸子さん
（袖崎）

利

　

20
年
以
上
、
毎
日
来
て
い
る
の
で
、

た
ま
に
都
合
で
来
ら
れ
な
い
と
き
な
ど

は
、
ど
う
も
調
子
が
上
が
り
ま
せ
ん
。

も
は
や
習
慣
で
す
。
お
か
げ
で
、
ど
こ

も
悪
い
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
健
康

維
持
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
仲
間
も

で
き
る
た
め
最
高
で
す
。

松田周二さん
（楯岡）

　

昨
年
か
ら
ほ
ぼ
毎
日
利
用
し
て
い
ま

す
。
医
者
か
ら
手
術
を
勧
め
ら
れ
る
ほ

ど
膝
の
痛
み
が
あ
る
の
で
す
が
、
水
中

歩
行
を
始
め
て
か
ら
は
筋
肉
も
つ
き
、

歩
く
こ
と
が
だ
い
ぶ
楽
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
腰
も
伸
び
、
な
ん
と
言
っ
て
も

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
ま
す
。

浮力があるので片足立ちでストレッチもできます浮力があるので片足立ちでストレッチもできます

あたたまり冷めにくい泉質ですあたたまり冷めにくい泉質です

水中歩行は全身の筋肉を使うので、陸上で歩くよりも水中歩行は全身の筋肉を使うので、陸上で歩くよりも
運動量があります運動量があります

こ
ん
な
方
に
オ
ス
ス
メ
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山
形
県
議
会
議
員
選
挙
の
結
果

山
形
県
議
会
議
員
選
挙

能
登
淳
一
氏
が
当
選

　

山
形
県
議
会
議
員
選
挙
の
投
開
票
が

４
月
12
日
に
お
こ
な
わ
れ
、
村
山
市
選

挙
区
（
定
数
１
）
に
は
、
能
登
淳
一
氏

（
袖
崎
・
61
歳
）
が
当
選
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
平
成
31
年
４
月
29
日
ま
で

で
す
。

当日の有権者数 投票者数 棄権者数 投票率
男 10,342人 7,036人 3,306人 68.03％
女 11,201人 7,545人 3,656人 67.36％
計 21,543人 14,581人 6,962人 67.68％

■投票結果

投開票の結果投開票の結果

届出番号 候補者氏名 得票数
1 すとう　和　幸 2,602票
2 きくち　大二郎 3,871票
3 の　と　淳　一 5,341票
4 はせがわ　　元 2,641票
計 14,455票

■開票結果

選挙当日の有権者数(人) 投票者数(人) 投票率(％)

男 女 計 男 女 計 男 女 計

楯　岡 3,940 4,482 8,422 2,671 3,062 5,733 67.79 68.32 68.07

西　郷 1,462 1,537 2,999 1,047 1,078 2,125 71.61 70.14 70.86

大　倉 622 623 1,245 410 426 836 65.92 68.38 67.15

大久保 862 878 1,740 550 591 1,141 63.81 67.31 65.57

冨　本 791 867 1,658 510 502 1,012 64.48 57.90 61.04

戸　沢 1,322 1,381 2,703 865 869 1,734 65.43 62.93 64.15

袖　崎 635 640 1,275 502 527 1,029 79.06 82.34 80.71

大高根 708 793 1,501 481 490 971 67.94 61.79 64.69

合 計 10,342 11,201 21,543 7,036 7,545 14,581 68.03 67.36 67.68

■地域ごと投票結果

問
合
せ
／

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局  

☎
内
線
401

※投票者数と得票数の差は無効票など
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地
域
密
着
型
の
老
人
ホ
ー
ム
が
完
成

　

旧
袖
崎
中
学
校
跡
地
に
建
設
を
進
め

て
き
た
「
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
袖
崎
・
小
規
模
多
機
能
袖
崎
」

が
完
成
し
、
４
月
１
日
に
開
所
し
ま
し

た
。
こ
の
施
設
は
、
社
会
福
祉
法
人
千

宏
会
（
大
場
利
秋
理
事
長
）
が
地
域
密

着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
定
員
29

名
）
と
小
規
模
多
機
能
居
宅
介
護
事
業

所
（
定
員
20
名
）
を
併
設
さ
せ
開
所
し

た
も
の
で
す
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
２

階
建
て
、
床
面
積
が
約
１
、
５
９
０
平

方
メ
ー
ト
ル
で
、
市
が
指
定
し
た
市
内

利
用
者
優
先
の
地
域
密
着
型
施
設
で
す
。

　

「
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
」
は
、
落
ち
着
い
た
家
庭
的
な
環
境

の
中
で
入
浴
や
食
事
な
ど
の
日
常
生
活

の
お
世
話
を
す
る
ほ
か
、
機
能
訓
練
や

健
康
管
理
な
ど
を
お
こ
な
い
、
入
居
者

が
そ
の
ひ
と
ら
し
さ
を
大
切
に
し
た
生

活
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
支
援
す
る
施

設
で
す
。

　

「
小
規
模
多
機
能
居
宅
介
護
事
業

所
」
は
自
宅
か
ら
の
通
い
（
定
員
10

名
）
を
中
心
に
、
居
宅
へ
の
訪
問
介
護

と
泊
ま
り
（
定
員
９
名
）
を
お
こ
な
う

施
設
に
な
っ
て
お
り
、
利
用
者
の
状
態

や
希
望
な
ど
に
応
じ
、
自
分
ら
し
い
生

活
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が

提
供
さ
れ
ま
す
。
袖
崎
は
小
学
校
や
児

童
セ
ン
タ
ー
、
民
家
が
近
い
た
め
、
子

ど
も
た
ち
や
、
地
域
住
民
と
交
流
し
た

り
す
る
こ
と
で
、
居
宅
に
お
け
る
日
常

生
活
を
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

　

食
事
の
面
で
も
工
夫
し
、
や
わ
ら
か

く
食
べ
や
す
い
真
空
調
理
に
よ
る
食
事

を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、
敷
地
内
の

畑
で
利
用
者
自
ら
が
野
菜
を
栽
培
・
収

穫
を
体
験
す
る
地
産
地
消
に
も
取
り
組

ん
で
い
く
予
定
で
す
。

施設は家庭での生活の継続
訪問介護や通いと泊まりのサービスを提供

地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
袖
崎
・
小
規
模
多
機
能
袖
崎

市
民
の
た
め
の
施
設
が
完
成

市
民
の
た
め
の
施
設
が
完
成
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ム
ラ
ラ
が
行
く
・
わ
れ
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊

Let's Go MULALA!

塩
竈
市
で
頑
張
る
村
山
市
職
員

片
桐
諒
さ
ん
が
復
興
支
援
の
た
め
派
遣

　

村
山
市
は
昨
年
か
ら
、
震
災
復
興
支
援
の
た
め
に
、
村
山
市
職
員
の
片
桐
諒

さ
ん
を
宮
城
県
塩
竈
市
に
派
遣
し
て
い
ま
す
。
片
桐
さ
ん
は
、
塩
竈
市
の
復
興

に
必
要
な
公
共
事
業
用
地
の
補
償
業
務
を
担
当
。
日
々
頑
張
っ
て
い
る
片
桐
さ

ん
に
、
今
の
塩
竈
市
の
こ
と
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

　

「
塩
竈
市
民
の
方
か
ら
、
震
災
後
の
炊
き
出
し
や
文
化
交
流
で
村
山
市
を

知
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
と
う
れ
し
く
な
り
、
日
々
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち

に
な
り
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
か
ら
４
年
が
経
過
し
、
復
興
は
徐
々
に
か
た
ち

に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
す
。
被
災
さ
れ
た
方
々
の

た
め
に
も
、
信
念
を
持
っ
て
職
務
に
あ
た
り
た
い
で
す
。
塩
竈
市
は
、
寿
司
の

ま
ち
で
も
あ
り
、
ま
ち
中
に
お
い
し
い
寿
司
屋
が
た
く
さ
ん
並
ん
で
い
ま
す
。

ほ
か
に
も
、
新
鮮
な
ま
ぐ
ろ
や
三
陸
の
海
の
幸
が
並
ぶ
塩
釜
水
産
物
仲
卸
市

場
、
１
、
２
０
０
年
の
歴
史
を
持
つ
鹽し
お
が
ま竈
神
社
な
ど
魅
力
に
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
塩
竈
市
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

Vol.
002

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
千
田
若
菜
（
岩

手
県
出
身
）
で
す
。
碁
点
に
あ
る
「
手
づ

く
り
パ
ン
Ｎ
Ｏ
Ｕ
Ｋ
Ａ
」
と
い
う
パ
ン
屋

さ
ん
で
働
き
な
が
ら
、
イ
ベ
ン
ト
や
農
作

業
の
お
手
伝
い
を
し
た
り
、
消
し
ゴ
ム
は

ん
こ
づ
く
り
の
講
師
を
し
た
り
、
他
に
も

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
活
動
の
ひ
と
つ
に
、
「
む
ら
や

ま
瓦
版
」
と
い
う
情
報
紙
の
制
作
が
あ
り

ま
す
。
村
山
市
の
な
か
で
私
個
人
が
気
に

な
っ
た
ひ
と
・
も
の
・
こ
と
に
つ
い
て
取

材
を
お
こ
な
い
、
絵
や
文
章
を
す
べ
て
手

が
き
で
起
こ
し
た
も
の
で
す
。
昨
年
の
４

月
か
ら
始
ま
り
、
早
く
も
丸
一
年
分
、
12

枚
も
の
瓦
版
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
月

に
１
枚
の
発
行
と
い
う
な
か
な
か
の
ハ
ー

ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
す
が
、
取
材
先
の
み

な
さ
ん
に
と
て
も
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
の

で
、
そ
れ
を
励
み
に
制
作
を
頑
張
っ
て
い

ま
す
。

　

私
は
今
年
で
３
年
目
。
協
力
隊
と
し
て

は
任
期
最
後
の
年
で
す
。
こ
の
１
年
も

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
そ
う
で

す
が
、
彩
り
鮮
や
か
な
む
ら
や
ま
の
四
季

を
感
じ
な
が
ら
、
ひ
と
と
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
、
日
々
の
生
活
を
楽
し
く
豊
か
に

し
て
い
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

Vol.
02

は
じ
め
ま
し
て

千
田
若
菜
で
す

～千田若菜隊員の奮闘記～

塩竈市の復興のため頑張る片桐諒さん塩竈市の復興のため頑張る片桐諒さん

市営汽船ゆるキャラ号にムララも！市営汽船ゆるキャラ号にムララも！

歴史ある鹽竈神社歴史ある鹽竈神社

ム
ラ
ラ
が
行
く

ム
ラ
ラ
が
行
く
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表
彰
者
紹
介
・
生
活
福
祉
情
報
・
国
民
年
金
情
報

防犯功労者交通安全功労者

　市行政委員会議が4月16日にお
こなわれ、会議に先立ち、日頃の
防犯活動に尽力された功労者を市
長が表彰しました。

●防犯功労市長表彰
　戸田　紘義さん（楯岡）
　滝田　文男さん（西郷）
　宮崎　良春さん（冨本）

　市行政委員会議が4月16日にお
こなわれ、会議に先立ち、日頃の
交通安全活動に尽力された功労者
を市長が表彰しました。

●交通安全功労市長表彰
　鳥村　清治さん（楯岡）
　須藤　　実さん（西郷）
　草苅　武治さん（大久保）
　高橋　義孝さん（大高根）

　4月10日、保健委員委嘱辞令交
付式がおこなわれ、長年、保健業
務の推進と市民の健康づくりに尽
力された保健委員に感謝状が贈呈
されました。

●感謝状　10年勤続
　笠原　陽子さん（楯岡）
　結城　幸子さん（西郷）
　柴田　礼子さん（西郷）
　三浦由美子さん（西郷）
　矢萩　定子さん（西郷）

表彰者のみなさんをご紹介します｡
受賞、おめでとうございます!

障
害
者
相
談
員
の
ご
案
内

　

障
害
者
相
談
員
は
市
の
委
嘱
を
受

け
、
障
が
い
者
ま
た
は
保
護
者
の
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。
悩
み
や
不
安
を
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

身
体
障
害
者
相
談
員

後
藤　

精
二
（
楯
岡
）

佐
藤　

廣
子
（
楯
岡
）

大
泉　

仙
二
（
西
郷
）

佐
藤　

秋
代
（
冨
本
）

井
上　

幸
雄
（
戸
沢
）

知
的
障
害
者
相
談
員

原
田　

真
純
（
楯
岡
）

佐
藤　

優
美
子
（
楯
岡
）

■
問
合
せ
先
／

福
祉
課
生
活
福
祉
係　

☎
内
線
146

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

に
は
、
申
請
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付

が
免
除
・
猶
予
と
な
る
「
保
険
料
免
除

制
度
」
や
「
若
年
者
（
30
歳
未
満
）
納

付
猶
予
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
法
律
が
改
正
さ

れ
、
２
年
１
か
月
前
の
月
分
ま
で
さ
か

の
ぼ
っ
て
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
を

申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
申
請
を

忘
れ
て
い
た
た
め
に
保
険
料
の
未
納
期

間
が
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■
定
例
年
金
相
談

　

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
寒
河
江
年

金
事
務
所
へ
ご
希
望
の
時
間
を
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

期
日　

５
月
８
日
(金)

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

会
場　

市
商
工
会
館

■
問
合
せ
先
／
寒
河
江
年
金
事
務
所

☎
０
２
３
７
(84)
２
５
５
１
ま
た
は

市
民
環
境
課
市
民
係　

☎
内
線
112

生
活
福
祉
情
報

国
民
年
金
情
報

国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
等
申
請
が
で
き
ま
す

保健業務感謝状

５
月
12
日
は
民
生
委
員
・

　
　
　
　

児
童
委
員
の
日
で
す

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童

委
員
は
地
域
の
み
な
さ
ん
の
相
談
相
手

で
す
。
福
祉
制
度
の
紹
介
や
関
係
機
関

と
の
つ
な
ぎ
役
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
／

福
祉
課
地
域
福
祉
係　

☎
内
線
141
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入
学
、
進
級
と
新
た
な
学
校
生
活
が

始
ま
っ
た
４
月
10
日
の
朝
、
交
通
安
全

の
立
哨
指
導
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
楯
岡
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
と
町
内
会
長
会
が
実
施
す
る
も
の

で
、
村
山
警
察
署
や
楯
岡
小
学
校
子
ど

も
会
育
成
会
、
交
通
安
全
協
会
、
市
職

員
ら
が
通
学
路
の
交
差
点
に
分
散
し
、

登
校
中
の
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
見
守

り
ま
し
た
。
楯
岡
小
学
校
前
の
交
差
点

で
は
横
断
歩
道
を
渡
る
児
童
た
ち
が

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
元
気
に

あ
い
さ
つ
。
参
加
し
た
大
人
た
ち
も

「
車
に
気
を
付
け
て
、
い
っ
て
ら
っ

し
ゃ
い
」
と
声
を
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

4
月
7
日
、
新
し
く
な
っ
た
大
久
保

小
学
校
で
、
初
め
て
の
入
学
式
が
お
こ

な
わ
れ
、
新
1
年
生
13
人
が
元
気
に
入

学
し
ま
し
た
。

　

入
学
式
で
は
、
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん

に
な
っ
た
2
年
生
20
人
が
全
員
で
楽
器

の
演
奏
を
お
こ
な
い
、
季
節
ご
と
の
学

校
行
事
を
絵
で
示
し
な
が
ら
「
わ
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
何
で
も
き
い
て

く
だ
さ
い
」
と
歓
迎
の
こ
と
ば
を
伝
え

ま
し
た
。
入
学
式
の
最
後
に
は
教
科
書

と
交
通
安
全
の
黄
色
い
帽
子
が
贈
ら

れ
、
少
し
大
き
め
の
帽
子
を
か
ぶ
っ
た

新
1
年
生
の
様
子
に
会
場
は
温
か
な
雰

囲
気
に
つ
つ
ま
れ
ま
し
た
。

　

3
月
28
日
、
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
‼
む
ら
や
ま

夢
大
学
の
事
業
「
高
橋
英
樹
氏
講
演

会
」
が
、
甑
葉
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
俳
優
の
高
橋
さ
ん
は
、
映
画
監

督
、
村
川
透
さ
ん(

楯
岡
出
身)

の
多
く

の
作
品
に
出
演
さ
れ
て
い
て
、
講
演
会

会
場
に
は
市
内
外
か
ら
約
３
０
０
人
の

高
橋
さ
ん
フ
ァ
ン
、
村
川
監
督
フ
ァ
ン

ら
が
つ
め
か
け
ま
し
た
。
高
橋
さ
ん
は

「
村
川
監
督
は
早
撮
り
の
村
川
と
言
わ

れ
る
ほ
ど
段
取
り
が
よ
く
、
３
分
間
の

電
車
の
停
車
時
間
内
に
11
カ
ッ
ト
の

シ
ー
ン
を
撮
影
し
た
こ
と
も
あ
る
」
な

ど
多
く
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
、
会
場

は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

校長先生から教科書を受け取る新 1年生

講演する高橋英樹さん

楯
岡
地
域
で
立
哨
指
導

新
校
舎
で
初
め
て
の
入
学
式

高
橋
英
樹
氏
講
演
会

　市内でおこなわれた催しや出来事などを取材し、市民の
みなさんに楽しい話題をお伝えします。

ま
ち
の
話
題

元気に登校する楯岡小学校の児童たち
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共
栄
橋
の
た
も
と
か
ら
少
し
下
っ
た

と
こ
ろ
に
あ
る
「
豆
ま
ろ
」
は
、
全
国

で
も
珍
し
い
手
作
業
に
よ
る
直
火
式
焙

煎
の
コ
ー
ヒ
ー
豆
を
販
売
す
る
お
店
で

す
。
店
主
の
奥
山
優
子
さ
ん
（
戸
沢
）

は
、
平
成
20
年
か
ら
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

の
販
売
を
は
じ
め
、
平
成
23
年
か
ら
は

夫
の
幸
一
さ
ん
と
と
も
に
自
宅
を
店
舗

と
し
て
改
装
し
営
業
し
て
い
ま
す
。

　

お
二
人
は
も
と
も
と
大
の
コ
ー
ヒ
ー

好
き
。
自
分
た
ち
が
満
足
で
き
る
お
い

し
い
コ
ー
ヒ
ー
を
追
求
し
た
結
果
、
少

量
を
丁
寧
に
焙
煎
し
、
品
質
の
悪
い
豆

を
一
つ
ず
つ
取
り
除
く
現
在
の
方
法
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

店
名
の
「
豆
ま
ろ
」
は
「
ま
ろ
や

か
」
な
味
を
出
す
「
コ
ー
ヒ
ー
豆
」
の

意
味
。
一
番
人
気
の
「
豆
ま
ろ
ブ
レ
ン

ド
」
を
い
た
だ
く
と
、
苦
味
と
酸
味
の

バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
、
雑
味
の
な
い
ま
ろ

や
か
な
味
わ
い
が
広
が
り
ま
し
た
。
焙

煎
担
当
の
幸
一
さ
ん
は
、
こ
の
ま
ろ
や

か
さ
を
出
す
た
め
に
、
豆
の
種
類
ご
と

に
異
な
る
火
加
減
や
時
間
な
ど
に
つ
い

て
、
何
年
も
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
た

そ
う
で
す
。
そ
の
結
果
、
や
っ
と
お
客

さ
ま
の
好
み
に
合
わ
せ
た
少
量
の
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

も
と
も
と
自
分
の
大
好
き
な
も
の
で

み
ん
な
を
笑
顔
に
で
き
る
お
店
を
出
す

こ
と
が
夢
だ
っ
た
優
子
さ
ん
。
幸
一
さ

ん
と
二
人
三
脚
で
築
い
た
「
豆
ま
ろ
」

な
ら
で
は
の
コ
ー
ヒ
ー
を
「
お
い
し

い
」
と
言
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
が
一
番

の
幸
せ
だ
そ
う
で
す
。

　

「
豆
ま
ろ
」
で
は
、
常
時
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
ブ
レ
ン
ド
4
種
類
、
ス
ト
レ
ー
ト

15
種
類
の
豆
を
取
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す

が
、
そ
の
ほ
か
に
希
少
な
品
種
の
豆
も

月
替
わ
り
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
煎
り

た
て
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
作
り
置
き

は
し
な
い
た
め
、
注
文
か
ら
最
低
３
日

は
み
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
こ
と
。
自

分
好
み
の
コ
ー
ヒ
ー
に
出
会
い
た
い
方

に
は
お
薦
め
で
す
。
ぜ
ひ
、
わ
だ
い
の

グ
ル
メ
を
召
し
上
が
れ
。

む
ら
や
ま
発
わ
だ
い
の
グ
ル
メ
め
ぐ
り

むらやま わだいのグルメめぐり
むらやまに美味いものあり！

発

コ
ー
ヒ
ー
豆
豆
ま
ろ

　
　
　

自
家
手
焙
煎
珈
琲

自慢のコーヒーの木自慢のコーヒーの木

住所：大槇623-4　  電話：56-3073　  営業時間：午前9時～午後6時　  定休日：毎週火曜日、第2・4月曜日

次回は、奥山さんがお薦めの手づくりパンNOUKA（戸沢）を取材します。

Ｒ
13

真下慶治
記念美術館

共
栄
橋

最
上
川

河島山
ニュータウン 村山

市役所
そば打ち道場
農村伝承の家

クアハウス
碁点
クアハウス
碁点
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　市では平成27年3月、大久保小
学校と戸沢小学校に太陽光パネル
と蓄電池を設置しました。災害に
強いまちづくりと再生可能エネル
ギー利用を進めるため、防災拠点
へ設置しています。
　両小学校の太陽光発電パネルは
積雪対策のため壁面に設置し、冬
期間も防災拠点としての機能を維
持できるようにしています。ま
た、蓄電池も設置し、停電時の夜
間も必要最小限の電力を賄うこと
ができます。

公共施設に太陽光発電パネルと蓄電池を整備公共施設に太陽光発電パネルと蓄電池を整備

環
境
★
市
民
の
広
場

太陽光発電システム設置補助太陽光発電システム設置補助

■対象者　市内の個人、事業者
■補助金額　
　最大出力1kWあたり3万円（上限：
　個人4kW、事業者10kW未満）
◎個人の場合、県の補助対象に該
　当する場合がありますのでご確
　認ください。
■申込方法　工事前に申請書を提出

木質バイオマス燃料機器設置補助木質バイオマス燃料機器設置補助

■対象者　
　市内の個人、事業者
■対象機器　
　ペレット、チップ、薪

まき
、モミガ

　ライトによるストーブおよびボ
　イラーで、未使用品の新規また
　は増設による設置
■補助金額
　設置費用の1/3以内で10万円上限
■申込方法
　工事前に申請書を提出

合併処理浄化槽設置補助合併処理浄化槽設置補助

■対象者　住宅および事業所　　
（10人槽以下）
■対象地区　大高根全域、五十沢、
樽石、稲下日影、共栄、北山、岩
野、中沢、新山、大淀、長島、下
水道事業認可区域以外の地域、農
業集落排水整備区域以外の地域
■補助金額　
　402,000円～638,000円(人槽による)
◎単独槽やくみ取りからの転換
　は、県の補助対象になります。
■申込方法
　工事前に申請書を提出

　今年度は、富並小学校に太陽光
発電パネルと蓄電池を設置しま
す。

家庭用生ごみ処理機など購入補助家庭用生ごみ処理機など購入補助

■対象者　
　市内在住の個人
■補助金額　
　購入金額の1/2で２万円上限
◎ダンボールコンポストも対象に
　なります。

廃
棄
物
の
不
法
投
棄

は
犯
罪
で
す

　

５
月
１
日
か
ら
６
月
５
日

は
「
不
法
投
棄
及
び
漂
着
ご

み
削
減
強
化
月
間
」
で
す
。

　

廃
棄
物
の
不
法
投
棄
や
不

適
正
な
処
理
を
見
か
け
た
場

合
は
、
県
村
山
総
合
支
庁
環

境
課
の
不
法
投
棄
１
１
０
番

か
市
役
所
市
民
環
境
課
、
各

地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
投

棄
者
名
や
車
両
番
号
な
ど
が

分
か
る
と
早
期
解
決
に
つ
な

が
り
ま
す
。
み
ん
な
で
不
法

投
棄
を
撲
滅
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
／

不
法
投
棄
１
１
０
番

村
山
総
合
支
庁
環
境
課
廃
棄

物
対
策
担
当

直
通
電
話

０
２
３
（
６
２
１
）
８
４
２
７

大久保小学校パネル7kW蓄電池10kWh大久保小学校パネル7kW蓄電池10kWh

戸沢小学校パネル7kW蓄電池10kWh戸沢小学校パネル7kW蓄電池10kWh
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出
会
い
＆
子
育
て
応
援
情
報

身長・体重測定ができる
ひだまり保健室
小学校就学前までのお子さん対象
　お子さんの成長を実感してみま
せんか。測定結果をカードにして
お渡しします。
■期日　5月8日(金)
■時間　午前10時30分～11時
■会場　甑葉プラザ親子交流ひろば

　 親子交流ひろば  ☎(53)0901

親子でたくさん遊ぼう
ぐんぐん広場
小学校就学前の親子対象
　どこの地域の方でも気軽にお越
しください。終了後、会場内で持
ち寄ったお弁当を食べながら交流
することができます。
■期日　5月9日(土)、23日(土)
■時間　午前9時30分～正午
■会場　戸沢保育園
 　子育て支援センターぐんぐん
☎(56)2002

おしゃべりBabyママ
▶事前にお申し込みください

　赤ちゃんは身長・体重測定、お
母さんには飲み物を準備します。
■期日　
5月12日(火)　6か月児までと
　　　　　　  そのママ対象
5月21日(木)　6か月から1歳児
　　　　　　  とそのママ対象
■時間　午前10時30分～11時30分
■会場　甑葉プラザ親子交流ひろば
　 親子交流ひろば  ☎(53)0901

保育施設を見学できる
出前保育
保育施設など入所前の親子対象
　工作やおやつの時間があります。
■期日と会場
5月13日(水)　冨本児童センター
5月14日(木)　しろはと保育園
　　　　　　　　　　(楯岡楯)
5月18日(月)　袖崎児童センター
■時間　午前9時30分～11時30分
　 子育て支援センターぐんぐん
☎(56)2002

ファミサポ交流会
▶事前にお申し込みください

　むらやまファミリー・サポー
ト・センターの会員を対象に絵本
バック作りなど楽しい催しを予定
しています。ファミサポ事業に興
味のある方も参加できます。
■期日　5月15日(金)
■時間　午前10時30分～11時30分
■会場　甑葉プラザ親子交流ひろば

　 親子交流ひろば  ☎(53)0901

ふらっと立ち寄れる
ゆるカフェ
　お住まいの地域に関係なく親子
で気軽に立ち寄れる出入り自由
なカフェ・スペースです。（今年
度、市内各地で定期開催を予定）
■期日　5月27日(水)
■時間　午前10時～正午
■会場　楯岡地域市民センター
■参加費 100円

 　親子交流ひろば  ☎(53)0901

おたんじょう手形
プレゼント
小学校就学前までのお子さん対象
　5月生まれのみなさん、お誕生
日おめでとうございます。誕生月
のお子さんに手形をプレゼントし
ます。
■期日　5月29日(金)
■時間　午前10時30分～11時受付
■会場　甑葉プラザ親子交流ひろば

 　親子交流ひろば  ☎(53)0901

すべての小学校区で
放課後児童クラブを実施
　放課後児童クラブ(学童保育)
は、留守家庭の小学生をお預かり
する事業です。就学援助対象世帯
には保育料の半額助成もあります。
■楯岡小学校区（楯岡・大倉）
たてやまキッズクラブ☎(55)7710
学童クラブD-ぽけっと【私立】
※楯岡幼稚園卒園児対象☎(55)2425
■西郷小学校区（西郷）
コスモスきっずクラブ☎(55)9348
■大久保小学校区（大久保）
GoGoキッズクラブ☎(54)3390
■冨本小学校区（冨本）
はや丸キッズクラブ☎(54)2950
■戸沢小学校区（戸沢）
さんさんキッズクラブ☎(56)2888
■袖崎小学校区（袖崎）
洗心児童クラブ☎(58)2051
■富並小学校区（大高根）
あじさいっ子クラブ☎(57)2090

▶NPO法人ランドセル会員募集
たてやまキッズクラブとさんさん
キッズクラブを運営。法人の事業
計画・運営に関わってくれる会員
を募集します。年会費1,000円
　 ランドセル  ☎(55)7710

出会い出会い＆＆子育て子育て応援情報応援情報
～交流イベント・講座情報～

問

問

問

問 問
問

問

問
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り
ま
す
。

■
問
合
せ
／
消
防
本
部
☎
(55)
２
５
１
４

登
山
の
事
故
防
止
を

　
例
年
、
大
型
連
休
前
後
の
春
山
に

お
い
て
多
く
の
事
故
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
春
山
に
対
す
る
認
識
が

甘
く
、
天
候
に
関
す
る
不
適
切
な
判
断

や
不
十
分
な
装
備
、
体
力
的
に
無
理
な

計
画
な
ど
が
原
因
で
す
。

　

十
分
な
準
備
と
計
画
の
も
と
登
山
し

ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課　

☎
内
線
333

モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
を
応
援
し
よ
う

　
Ｊ
１
昇
格
を
果
た
し
た
モ
ン
テ
デ
ィ

オ
山
形
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
の
応
援
に
ぜ

ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
日
時
、
対
戦
相
手

5
月
2
日
（土）　
午
後
2
時
〜
、
横
浜
Ｆ
・

マ
リ
ノ
ス

5
月
10
日
（日）　
午
後
2
時
〜
、
柏
レ
イ
ソ
ル

5
月
23
日
（土）　
午
後
2
時
〜
、
ヴ
ィ
ッ
セ
ル

神
戸

会
場　
Ｎ
Ｄ
ソ
フ
ト
ス
タ
ジ
ア
ム
山
形（
天
童
市
）

■
村
山
市
応
援
デ
ー

期
日　

9
月
12
日
（土）

■
社
員
教
育
コ
ー
ス
（
1
時
間
〜
／
回
）

■
問
合
せ
／
商
工
観
光
課　

☎
内
線
157

薪ま
き

な
ど
の
焼
却
灰
の
取
り
扱
い

　

東
日
本
大
震
災
後
に
採
取
し
た
薪
な

ど
を
燃
や
し
た
後
の
焼
却
灰
に
つ
い
て

は
、
念
の
た
め
山
菜
の
ア
ク
抜
き
や
肥

料
な
ど
農
地
・
庭
な
ど
へ
使
用
し
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
家
庭
で
使
用
し
て
い
る
薪
ス

ト
ー
ブ
や
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
か
ら
出

た
灰
は
、
自
分
で
持
ち
込
む
場
合
に

限
っ
て
ク
リ
ー
ン
ピ
ア
共
立
で
引
き
受

け
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
農
林
課　
　
　

☎
内
線
255

　
　
　
　
　

市
民
環
境
課　

☎
内
線
116

危
険
物
取
扱
者
・
消
防
設
備
士

の
免
状
を
お
持
ち
の
方
へ

　

危
険
物
取
扱
者
免
状
・
消
防
設
備
士

免
状
に
貼
っ
て
あ
る
写
真
は
、
10
年
以

内
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。
ま
だ
免
状
の
書
き
換
え
が

お
済
み
で
な
い
方
は
、
速
や
か
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
請
用
紙
は
消
防
本
部
に
あ

通
事
故
防
止

④
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

⑤
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の

徹
底

■
問
合
せ
／
市
民
環
境
課　

☎
内
線
114

製
造
現
場
改
善
支
援
企
業
募
集

　

市
で
は
、
市
内
も
の
づ
く
り
製
造
業

の
経
営
課
題
改
善
や
成
長
経
営
に
向
け

た
現
場
力
向
上
を
支
援
す
る
取
組
み
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
も
の
づ
く
り
企

業
Ｏ
Ｂ
で
各
種
分
野
の
現
場
改
善
支
援

経
験
を
持
つ
「
企
業
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
」
が
一
か
ら
手
助
け
し
ま
す
。

　

自
社
の
作
業
現
場
の
改
善
を
図
ろ
う

と
し
て
い
る
企
業
、
経
営
課
題
を
改
善

し
成
長
経
営
を
目
指
す
企
業
は
ご
活
用

く
だ
さ
い
。
支
援
費
用
は
無
料
で
す
。

支
援
コ
ー
ス
メ
ニ
ュ
ー

■
５
Ｓ
（
整
理
・
整
頓
・
清
掃
・
清
潔
・

し
つ
け
）
活
動
コ
ー
ス
（
支
援
期
間
6
か

月
〜
1
年
）

■
品
質
改
善
コ
ー
ス
（
支
援
期
間
6
か

月
〜
1
年
）

■
段
取
り
作
業
改
善
コ
ー
ス
（
支
援
期

間
6
か
月
〜
1
年
）

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動

　

5
月
20
日
（水）
は
「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ

を
目
指
す
日
」
で
す
。

  

春
は
、
道
路
環
境
も
良
く
な
り
、
道

路
に
お
け
る
歩
行
者
や
自
転
車
利
用
者

も
多
く
な
る
こ
と
か
ら
、
交
通
事
故
の

多
発
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
交
通
ル
ー
ル

と
マ
ナ
ー
を
守
り
、
み
ん
な
で
交
通
事

故
防
止
の
徹
底
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

期
間　

5
月
11
日
（月）
〜
20
日
（水）

■
運
動
の
重
点

①
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

②
飲
酒
運
転
の
根
絶

③
道
路
横
断
時
・
交
差
点
に
お
け
る
交

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

春
の

製
造

危の
免

薪ま

な

モ
ン

登
山

お
知
ら
せ
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市
民
行
政
相
談

　

行
政
機
関
へ
の
苦
情
、
要
望
、
困
り

ご
と
な
ど
に
行
政
相
談
委
員
が
応
じ
ま

す
。
予
約
不
要
、
当
日
会
場
に
ど
う
ぞ
。

期
日　

5
月
14
日
（木）

時
間　

午
後
1
時
〜
3
時

会
場　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　

行
政
相
談
委
員
は
、
4
月
1
日
付
け

で
芦
野
公
子
さ
ん
、
齋
藤
義
明
さ
ん
に

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

問
合
せ
／
市
民
環
境
課　
　

☎
内
線
112

空
間
放
射
線
量
測
定
結
果

　

い
ず
れ
の
測
定
地
点
で
も
人
体
に
影

響
が
な
い
数
値
で
、
心
配
あ
り
ま
せ
ん
。

測
定
日　

４
月
２
日
（木）

■
県
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
計
画
に
よ
る
測
定

測
定
結
果　
０
．
０
６
〜
０
．
０
７
μsv
／
ｈ

■
廃
棄
物
搬
入
施
設
周
辺
の
測
定

測
定
結
果　
０
．
０
５
〜
０
．
０
７
μsv
／
ｈ

■
問
合
せ
／
市
民
環
境
課　

☎
内
線
116

法
律
・
心
配
ご
と
相
談
所

　

事
前
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

期
日　

５
月
７
日
（木）

会
場　

市
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

時
間　

午
後
２
時
30
分
〜
４
時

内
容　

多
重
債
務
、
遺
産
相
続
、
離
婚

問
題
な
ど
法
律
に
関
す
る
も
の

■
相
談
員
に
よ
る
心
配
ご
と
相
談
所

■
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課　

☎
内
線
331

　

今
年
度
、
業
態
ご
と
に
分
か
れ
た
目

的
別
商
品
券
や
子
育
て
支
援
、
旅
行
者

向
け
の
商
品
券
を
発
行
し
ま
す
。
つ
き

ま
し
て
は
、
こ
の
商
品
券
の
取
扱
店
を

募
集
し
ま
す
。
参
加
店
登
録
料
と
換
金

手
数
料
が
無
料
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で

ぜ
ひ
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　
5
月
１
日
（金）
〜
29
日
（金）

利
用
期
間　
7
月
12
日
（日）
〜
9
月
30
日
（水）

対
象　

市
内
に
あ
る
事
業
所

■
問
合
せ
／
商
工
観
光
課　

☎
内
線
153

対
戦
相
手　

サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島

　

村
山
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る

方
の
観
戦
料
が
割
引
に
な
り
ま
す
。
詳

細
に
つ
い
て
は
、
近
く
な
り
ま
し
た
ら

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課　

☎
内
線
333

｢

松
岡
俊
三
」
に
関
す
る
資
料

を
探
し
て
い
ま
す

　

克
雪
の
代
議
士
、
松
岡
俊
三
没
後
60

年
を
記
念
し
て
、
9
月
18
日
（金）
か
ら
10

月
6
日
（火）
に
、
最
上
徳
内
記
念
館
を
会

場
と
し
て
「
松
岡
俊
三
遺
徳
展
」
を
開

催
し
ま
す
。
松
岡
俊
三
に
関
す
る
写
真

や
資
料
な
ど
を
お
持
ち
で
、
展
示
品
と

し
て
提
供
く
だ
さ
る
方
は
８
月
上
旬
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

困
り
ご
と
・
相
談

法
律

｢

松を探

地
方
創
生
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

取
り
扱
い
店
募
集

市
民

空
間

１度

広
告

広
告
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時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
５
時

内
容　

日
常
生
活
全
般
の
悩
み
な
ど

■
問
合
せ
／
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
（53）
９
１
２
３

こ
ど
も
の
健
康
相
談

　

育
児
、
子
ど
も
の
体
、
発
達
、
病
気

な
ど
に
つ
い
て
、
小
児
科
医
師
に
よ
る

面
接
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
前
日

ま
で
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

保
健
師
に
よ
る
相
談
も
随
時
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
。

日
時　

毎
週
水
曜
日　

午
後
2
時
30
分

〜
3
時

会
場　

村
山
保
健
所
（
山
形
市
）

費
用　

無
料

■
問
合
せ
／
村
山
総
合
支
庁
子
ど
も
家
庭

支
援
課　

 

☎
０
２
３（
６
２
７
）１
２
０
３

女
性
の
健
康
相
談

　

思
春
期
、
更
年
期
、
妊
娠
な
ど
女
性

の
心
身
の
健
康
に
つ
い
て
、
助
産
師
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
日
の
2
日
前

ま
で
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

日
時　

毎
月
第
4
木
曜
日
（
祝
日
の
場

合
変
更
あ
り
）　

午
後
2
時
〜

会
場　

村
山
保
健
所
（
山
形
市
）

■
問
合
せ
／
村
山
青
少
年
育
成
国
際

交
流
委
員
会
Ｙ
Ｅ
Ｃ
事
務
局　
（
中
山
）

☎
０
９
０（
１
３
７
１
）９
９
４
１

ま
た
は
生
涯
学
習
課　
　
　

☎
内
線
331

ア
ー
ト
・
サ
ポ
ー
ト
事
業

　

要
綱
・
申
請
書
類
は
、
文
翔
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

対
象
事
業　

文
化
団
体
が
県
内
で
自
ら

出
演
（
出
展
）
す
る
先
進
的
・
創
造

的
・
モ
デ
ル
的
な
発
表
事
業
お
よ
び
人

材
育
成
を
目
的
と
し
た
発
表
事
業

例
：
音
楽
会
、
演
劇
、
展
示
会
な
ど

助
成
金
額　

上
限
額
30
万
円
（
対
象
経

費
か
ら
入
場
料
等
を
控
除
し
た
額
の
2

分
の
1
以
内
）

一
次
募
集
締
切　

6
月
10
日
（水）

（
対
象
事
業
実
施
期
間　

平
成
27
年
4

月
1
日
〜
平
成
28
年
3
月
31
日
）

※
1
団
体
に
つ
き
交
付
申
請
は
1
回
限

り
で
す
。

■
問
合
せ
／
（
公
財
）
県
生
涯
学
習
文

化
財
団
文
化
振
興
部

☎
０
２
３（
６
３
５
）５
５
０
０

し
ょ
う
。

活
動
内
容　
徳
内
ま
つ
り
時
の
募
金
活
動

前
期
、
後
期
の
ポ
ス
タ
ー
配
布
活
動

東
沢
ク
リ
ー
ン
作
戦
へ
の
参
加

■
問
合
せ
／
村
山
市
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ

ク
ラ
ブ
代
表
（
柴
田
）

☎
０
９
０（
７
６
６
５
）４
２
７
０

カ
ナ
ダ
・
バ
リ
ー
市
訪
問
団
員

を
募
集

　

夏
休
み
の
2
週
間
、
バ
リ
ー
市
を
訪

問
し
、
現
地
の
中
・
高
校
生
と
の
交
流

や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
を
通
し
て
、
両

国
の
文
化
交
流
を
お
こ
な
い
ま
す
。

期
間　

7
月
27
日
（月）
〜
8
月
9
日
（日）

対
象　

市
内
在
住
の
中
・
高
校
生

募
集
条
件　

①
事
前
研
修
会
に
参
加
で

き
る
方　

②
来
年
、
バ
リ
ー
市
か
ら
の

青
少
年
訪
問
団
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
入

れ
が
可
能
な
方

募
集
定
員　

12
名

経
費　

18
万
円
程
度

応
募
方
法　

電
話
な
ど
で
申
し
込
み
、

応
募
の
理
由
を
８
０
０
字
以
内
の
作
文

に
ま
と
め
申
込
書
と
と
も
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

応
募
期
限　

5
月
15
日
（金）

費
用　

無
料

■
問
合
せ
／
村
山
総
合
支
庁
子
ど
も
家
庭

支
援
課　

 

☎
０
２
３（
６
２
７
）１
２
０
３

借
金
に
関
す
る
相
談

　
相
談
員
が
借
金
の
状
況
を
お
伺
い
し
、

必
要
に
応
じ
て
、
弁
護
士
な
ど
の
専
門
家

に
引
き
継
ぎ
ま
す
。
相
談
は
秘
密
厳
守
、

無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

平
日
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除

く
）
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

会
場　

山
形
財
務
事
務
所
（
山
形
市
）

■
相
談
専
用
電
話

☎
０
２
３（
６
４
１
）５
２
０
１

■
問
合
せ
／
山
形
財
務
事
務
所
理
財
課

☎
０
２
３（
６
４
１
）５
１
７
８

「
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
」
村
山
市　
　

サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
募
集

　

村
山
市
在
住
の
方
で
、
我
こ
そ
は
モ

ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
の
サ
ポ
ー
タ
ー
だ
と

い
う
方
は
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

今
年
の
チ
ー
ム
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
山
形

総
力
戦
」
。
共
に
村
山
市
か
ら
モ
ン
テ

デ
ィ
オ
山
形
を
後
押
し
し
て
い
き
ま

お
知
ら
せ

こ
ど

借
金

女
性

「サ
ポ

ア
ー

カを
募

試
験
・
募
集
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シ
ャ
ム
コ
ー
ス　

シ
ャ
ム
コ
ー
ス
駐
車

場
（
樽
石
地
区
）
集
合

開
会
式　

午
前
５
時
45
分
〜

山
の
内
コ
ー
ス　

や
ま
ば
と（
旧
山
ノ

内
小
学
校
）集
合

開
会
式　

午
前
６
時
50
分
〜

定
員　
　

各
コ
ー
ス　

50
名

参
加
料　
１
、
０
０
０
円（
保
険
料
な
ど
）

■
問
合
せ
／
市
民
体
育
館
☎

（56）
３
３
７
７

村
山
市
郷
土
料
理
「
春
の
膳
」

会
食
会

　

本
漆
塗
り
の
お
膳
（
二
の
膳
付
）
と

器
で
郷
土
料
理
を
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

日
時　

5
月
29
日
（金）
午
前
11
時
30
分
〜

会
場　

農
村
文
化
保
存
伝
承
館

定
員　

40
名

料
金　

２
、
０
０
０
円（
税
込
）

申
込
期
限　

5
月
18
日
（月）

提
供　

村
山
市
郷
土
料
理
を
楽
し
む
会

　

お
膳
で
の
会
食
に
な
り
ま
す
の
で
、

座
る
の
に
不
自
由
な
方
は
イ
ス
を
準
備

し
ま
す
。
お
申
込
み
時
に
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
農
村
文
化
保
存
伝
承
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（53）
３
２
７
７

そ
ば
×
ま
ち
づ
く
り

　

そ
ば
打
ち
体
験
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

形
式
の
勉
強
会
を
お
こ
な
い
ま
す
。
事

前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時　

5
月
24
日
（日）
午
後
1
時
30
分
〜

会
場　

農
村
文
化
保
存
伝
承
館

参
加
費　

１
、
０
０
０
円
（
予
定
）

申
込
期
限　

５
月
７
日
（木）

■
問
合
せ
／
山
形
県
セ
ー
リ
ン
グ
連
盟

（
長
谷
山
）
☎
０
８
０（
３
０
０
２
）

４
０
３
６

第
53
回
葉
山
市
民
登
山

　

葉
山
の
雄
大
な
自
然
に
ふ
れ
な
が
ら
、

残
雪
を
踏
み
し
め
山
頂
（
１
、
４
６
２

ｍ
）
を
目
指
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

5
月
29
日
（金）
ま
で
参
加
料
を
添
え
て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
当
日
の
申
込

み
は
で
き
ま
せ
ん
。

期
日　

6
月
14
日
（日）

■
コ
ー
ス
を
選
ん
で
く
だ
さ
い

ジ
ュ
ニ
ア
ヨ
ッ
ト
ス
ク
ー
ル

　

海
や
湖
で
美
し
い
自
然
と
セ
ー
リ
ン

グ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

期
日
・
会
場

5
月
17
日
（日）
・
徳
良
湖

6
月
21
日
（日）
・
鼠
ヶ
関
マ
リ
ー
ナ

7
月
19
日
（日）
・
加
茂
港

8
月
16
日
（日）
・
加
茂
港

9
月
20
日
（日）
・
酒
田
港

10
月
18
日
（日）
・
徳
良
湖

時
間　

午
前
9
時
〜
午
後
2
時

対
象　
小
・
中
学
生
お
よ
び
そ
の
保
護
者

募
集
人
数　

先
着
10
名
程
度

参
加
料　

７
０
０
円
／
１
回

持
参
品　

飲
料
水
、
昼
食
、
着
替
え
、

保
険
証
の
コ
ピ
ー

お
知
ら
せ

第
5

そ
ば

村会
食

ジ

イ
ベ
ン
ト
・
催
し

広
告
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を
分
か
り
や
す
い
言
葉
で
語
り
ま
す
。

期
日　
6
月
1
日
（月）
、
4
日
（木）
、
8
日
（月）
、

11
日
（木）
、
15
日
（月）

時
間　

午
後
6
時
30
分
〜
8
時
10
分

会
場　
山
形
大
学
人
文
学
部
（
山
形
市
）

受
講
料　

２
、
０
０
０
円
（
大
学
生
、

高
校
生
は
無
料
）

定
員　

30
名

申
込
期
間　

5
月
7
日
（木）
〜
27
日
（水）

■
問
合
せ
／
山
形
大
学
人
文
学
部

☎
０
２
３（
６
２
８
）４
２
０
３

自
衛
隊
大
高
根
演
習
場
使
用
予
定

離
着
陸
訓
練　

５
月
７
日
（木）
〜
８
日
（金）
、

11
日
（月）
〜
15
日
（金）
、
18
日
（月）
〜
22
日
（金）
、

25
日
（月）
〜
29
日
（金）

中
隊
練
成
訓
練　
５
月
３
日
（
日
・
祝
日
）

〜
６
日
（
水
・
祝
日
）、
10
日
（日）
〜
12
日
（火）

レ
ン
ジ
ャ
ー
爆
破
訓
練　

５
月
10
日
（日）

〜
12
日
（火）

隊
練
成
訓
練　

５
月
19
日
（火）
〜
20
日
（水）

中
隊
練
成
訓
練
、
レ
ン
ジ
ャ
ー
爆
破
訓

練
、
隊
練
成
訓
練
で
は
空
砲
な
ど
を
使

用
し
ま
す
。　

空
砲
使
用
時
間　
午
前
８
時
〜
午
後
５
時

■
問
合
せ
／
神
町
駐
屯
地
☎

（48）
１
１
５
１

　

全
国
の
先
駆
的
な
事
例
を
と
お
し
て
、

地
域
に
お
け
る
新
た
な
見
守
り
、
支
え

合
い
の
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
講
演
や

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
分
科
会
を
開
催
し
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

期
日　

6
月
12
日
（金）
、
13
日
（土）

会
場　

市
民
会
館
（
全
体
会
）、
甑
葉
プ

ラ
ザ
（
分
科
会
）

定
員　

５
０
０
名

参
加
費　

２
、
０
０
０
円
（
当
日
２
、

５
０
０
円
）

交
流
会　

３
、
０
０
０
円
（
定
員
１
５

０
名
）

申
込
期
限　

5
月
12
日
（火）

■
問
合
せ
／
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
（53）
９
１
２
３

山
形
大
学
公
開
講
座

「
世
界
遺
産
ナ
ス
カ
の
地
上
絵
」

　

山
形
大
学
で
は
ナ
ス
カ
の
地
上
絵
に

つ
い
て
共
同
研
究
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

本
講
座
で
は
、
各
研
究
者
が
自
ら
の
体
験

や
分
析
結
果
に
基
づ
き
、
そ
の
研
究
成
果

　

自
動
車
税
の
納
期
限
は
、
6
月
1
日

（月）
で
す
。
お
近
く
の
金
融
機
関
、
郵
便

局
、
各
総
合
支
庁
税
務
担
当
課
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
ほ
か
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
で
も
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
忘
れ
ず
に
期
限
ま
で
納
め

ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
／
村
山
総
合
支
庁
課
税
課

☎
０
２
３（
６
２
１
）８
２
５
６

や
ま
が
た
受
動
喫
煙
防
止
県
民
大
会

　

受
動
喫
煙
の
な
い
健
康
で
快
適
な
山

形
県
の
実
現
を
目
指
し
、
「
や
ま
が
た
受

動
喫
煙
防
止
宣
言
」
が
制
定
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
、
県
民
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
日　

5
月
22
日
（金）

時
間　

午
後
2
時
〜
4
時
15
分

会
場　
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
ィ
ン
グ（
山
形
市
）

申
込
期
限　

5
月
12
日
（火）

■
問
合
せ
／
県
健
康
福
祉
部

健
康
長
寿
推
進
課

☎
０
２
３（
６
３
０
）２
３
１
３

自
衛

山「
世

お
知
ら
せ

講
師　

農
村
文
化
保
存
伝
承
館
館
長　

井
上
重
継
さ
ん

申
込
期
限　

５
月
18
日
（月）

■
問
合
せ
／
草
カ
フ
ェ
実
行
委
員
会

（
吉
田
）
☎
０
８
０（
１
８
２
８
）

８
９
３
６

八
手
会
の
草
木
展

　

会
員
が
丹
精
込
め
て
育
て
た
山
野
草

を
展
示
し
ま
す
。
入
場
料
無
料
。

期
日　

5
月
16
日
（土）
、
17
日
（日）

時
間　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

（
17
日
は
午
後
3
時
ま
で
）

会
場　

市
民
会
館
1
階
ホ
ワ
イ
エ

■
問
合
せ
／
和
泉
良
三
☎

（53）
３
１
７
９

健
康
ま
つ
り

　

血
圧
・
体
脂
肪
各
種
測
定
、
介
護
相

談
、
高
齢
者
・
妊
婦
疑
似
体
験
な
ど
を

お
こ
な
い
ま
す
。
参
加
費
無
料
。

期
日　

5
月
16
日
（土）

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

会
場　

県
看
護
協
会
会
館
（
山
形
市
）

■
問
合
せ
／
県
看
護
協
会

☎
０
２
３（
６
８
５
）８
０
３
３

八
手

健
康

や
ま

平
成
27
年
度
自
動
車
税

（
県
税
）
の
納
税
に
つ
い
て

地
域
の
新
た
な
支
え
合
い

全
国
サ
ミ
ッ
ト
in
む
ら
や
ま
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お
知
ら
せ

MURAYAMA HotNews

　最上川と碁点周辺の景色を見ながらランニングを楽しむ、新しい市
民マラソン大会を8月30日に開催する予定です。距離は最長で10マイ
ル（16km）。大会にふさわしい、また、多くの方に親しんでもらえ
るような大会の名称を募集します。
■応募方法　以下の①から⑥の事項を記入のうえ、郵送、FAX、電子
メールで応募してください。詳しい応募要項、応募箱を市役所1階の
市民の部屋、市民体育館、クアハウス碁点に設置しています。応募要
項は、市ホームページからもご覧になれます。
①応募名称、②郵便番号、住所、③氏名（漢字、ふりがな）、④年齢
（高校生以下は学校名、学年、保護者名）、⑤性別、⑥電話番号
■募集期間　5月20日(水)必着
■賞品　採用者1人にクアハウス碁点のペア宿泊券と地酒「十四代」
を贈呈します。また、応募者全員の中から抽選で、市の特産物等を10
人に贈呈します。
■応募先・問合せ／生涯学習課  ☎内線333
　住所：〒995-8666  村山市中央一丁目3番6号
　FAX：55-2155 　メールアドレス：manabi@city.murayama.lg.jp

新市民マラソン大会名称募集

　さくらんぼサポーター事業とは、都市部にお住まいで農業に関心
のある方や自然の中で農作業を体験してみたい方と、さくらんぼの
収穫、選別、箱詰め作業等の手助けを必要としている農家を結び付
ける援農事業です。サポーターの方を受け入れていただける農家の方
には、作業報酬の代わりにサポーターの宿泊費を負担していただきま
す。さくらんぼ収穫の忙しい時期に作業を手伝ってもらいながら、サ
ポーターの方と交流してみませんか。
■受入予定期間　6月中旬～7月上旬　■申込期限　5月27日(水)
■問合せ／農林課  ☎内線257

さくらんぼサポーター受入農家を募集します

　不当な差別やいじめ、夫婦、近隣のトラブルなど、さまざまな相談
に人権擁護委員が応じます。人権に関する困りごと、心配ごとがある
ときは、気軽にご相談ください。秘密厳守、無料です。
人権擁護委員の日「人権なんでも相談所」
■日時　6月3日(水)　午前10時～午後3時
■会場　農村環境改善センター
■市内の人権擁護委員
　金谷正實さん（楯岡）、横尾喜惠子さん（楯岡）
　鈴木悟さん（楯岡）、小関典子さん（楯岡）、工藤一男さん（西郷）
　五十鈴川元子さん（大久保）、大場ちが子さん（大高根）
相談ダイアル
　みんなの人権110番　☎0570(003)110
　子どもの人権110番　☎0120(007)110
　女性の人権ホットライン　☎0570(070)810
　電話の相談時間　平日の午前8時30分～午後5時15分
■問合せ／総務課  ☎内線211

人権問題は一人で悩まず相談を

広
告

広
告 村

山
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

お
店
や
企
業
の
バ
ナ
ー
公
告
を

掲
載
し
て
み
ま
せ
ん
か

サイズ　縦57ピクセル

　　　　横165ピクセル

形式　　GIF、JPEG、PNG

バナーのデザイン等はお申込者側で

ご準備ください。

掲載料　1か月5,400円／１枠

（消費税および地方消費税を含む）

掲載期間　1か月単位で最短で3か

月分から掲載できます。連続は最長

12か月まで。

問合せ／市総務課広報広聴係

☎0237(55)2111  ☎内線211
E-mail　kouhou@city.murayama.lg.jp

〈
掲
載
料
を
値
下
げ
し
ま
し
た
〉

バ
ナ
ー
広
告
募
集
中

バ
ナ
ー
広
告告
募募
集集
中
集
中

バ
ナ
ー
広
告
募
集
中

村
山
市
長
杯 

股
旅
舞
踊
全
国
大
会

第
12
回
羽
州
街
道
楯
岡
宿
大
会

■
日
時
　
七
月
十
九
日

（日）
午
前
十
時
〜

■
会
場
　
村
山
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

　
前
売
入
場
券
二
、〇
〇
〇
円
は
道
の
駅
む
ら
や
ま
、
ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点
、
村
山
市
民
会
館

に
て
販
売
。
指
定
席
券
二
、
五
〇
〇
円
の
問
い
合
わ
せ
は
事
務
局
へ
。

■
事
務
局
　
村
山
市
楯
岡
北
町
一
ー
七
ー
十
四

　
☎
〇
二
三
七
ー
五
五
ー
二
八
八
五
　
齋
藤

：

〇
九
〇
ー
七
三
二
七
ー
六
五
一
三
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（
村
山
市
史
芸
術
文
化
編
よ
り
）

《
絵
画
編
》

村
山
市
市
報

N
o.1174　

 平
成
27年

5月
1日
発
行
 　
編
集
と
発
行
　
村
山
市
総
務
課
〒
995-8666 山

形
県
村
山
市
中
央
一
丁
目
3番
6号
  ☎
0237（

55）2111FAX（
55）6443  印

刷
/株
式
会
社
光
洋
印
刷

Vol.02

小松均作『白富士』

カンヴァス606×910

　

小
松
均
は
、
明
治
三
十
五
年
一
月
十
九
日
、
北

村
山
郡
亀
井
田
村
（
現
大
石
田
町
）
生
ま
れ
。
生

後
一
年
余
り
で
父
の
死
に
遭
い
、
母
と
と
も
に
母

の
自
家
で
あ
る
戸
沢
村
白
鳥
（
現
村
山
市
大
字
白

鳥
）
で
幼
少
期
を
過
ご
し
た
関
係
か
ら
、
本
人

も
、
村
山
市
を
生
ま
れ
故
郷
と
し
て
い
る
。

　

少
年
時
代
の
均
は
、
彫
刻
家
と
し
て
大
成
し
た

い
と
い
う
将
来
へ
の
希
望
を
抱
い
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。
白
鳥
地
区
で
信
仰
の
対
象
に
な
っ
て
い
た

月
山
権
現
の
仏
像
は
均
が
彫
っ
た
も
の
で
、
現
在

も
祭
壇
に
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。

　

大
正
九
年
、
均
は
彫
刻
家
を
目
指
し
上
京
。
し

か
し
、
彫
刻
の
先
生
を
探
す
糸
口
が
な
く
、
生
活

の
た
め
に
日
本
画
家
と
な
っ
た
。

　

大
正
十
二
年
、
母
が
二
十
二
年
前
に
白
鳥
か
ら

大
石
田
へ
嫁
い
で
い
っ
た
情
景
を
思
っ
て
描
い
た

「
嫁
し
て
ゆ
く
村
の
乙
女
」
が
中
央
美
術
展
で
入

選
。
翌
年
、
国
画
創
作
協
会
展
で
初
入
選
し
、
同

会
の
創
始
者
で
あ
り
、
後
に
均
の
生
涯
の
師
と
決

め
た
土
田
麥
僊
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

大
正
十
四
年
、
第
二
の
故
郷
と
な
る
京
都
へ
移

り
、
帝
展
、
院
展
で
数
々
の
高
い
評
価
を
受
け
、

日
本
美
術
院
の
同
人
・
評
議
員
を
務
め
た
。

　

昭
和
四
十
四
年
か
ら
は
最
上
川
に
取
り
組
み
、

源
流
か
ら
河
口
ま
で
を
、
長
尺
巻
絵
風
の
大
作

に
、
墨
絵
で
雄
渾こ
ん

に
表
現
し
て
い
る
。
昭
和

五
十
六
年
、
名
誉
市
民
第
四
号
を
受
章
す
る
。

村山市が誇る、芸術家たち。

※住民基本台帳法の一部改正に伴い、日本人と外国人の合計数になります。
村山市の人口（4月１日現在)：25,815人 男：12,484人 女：13,331人　世帯数：8,222戸

  村山市所蔵

〈1902年～1989年〉


